


５２ ・７月号屹１桂西叡広

会ＬＹ

〃
・

　
　
　
■

建設計画決る

　
全
町
民
の
福
祉
、
社
会
教
育
の
場

で
あ
る
、
待
望
の
総
合
セ
ン
タ
ー
、

ｖ
＾
ヤ
ン
グ
）
－
－
＾
レ
デ
ィ
ー
〕
ｏ

＾
オ
ー
ル
ド
）
会
ｏ
の
建
設
計
画
が

決
ま
１
］
ま
Ｌ
た
。

　
こ
の
会
館
は
、
国
・
県
の
補
助
＾

約
五
一
一
、
七
〇
〇
千
円
〕
及
ぴ
年
金

還
元
融
資
＾
見
込
み
〕
を
受
け
「
桂

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
お
け
る
建
築
物

　
一

の
仕
上
げ
と
し
て
、
近
く
工
事
着
工

の
運
ぴ
と
な
り
、
昭
和
肥
年
４
月
に

開
館
の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
館
の
中
に
は
、
集
会
場
を

は
じ
め
健
康
相
談
室
、
図
書
室
、
娯

楽
室
、
調
理
実
習
室
、
遊
戯
室
、
浴

室
な
ど
が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
老
人

ま
で
広
い
範
囲
で
利
用
で
き
る
よ
う

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
部
門

　
六
四
八
、
五
一
耐

Ｙ
Ｌ
Ｏ
・
児
童
館

　
五
七
三
、
七
二
耐

　
　
三
〇
、
Ｏ
○
耐

　
　
　
　
　
庭
園

□
囲
鯉

西桂田ＷＬＯ会館（竈＾杷紫）タ高〕

２階平面画

Ｌ
日Ｅ一■

■口■， ヨ・ “・
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５２ ・７月号催竈広〕３｛

蚕
婆
無
撚
導
藁
一

　
台
風
の
も
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
き
さ
は
、
わ
た
し
た
ち
の
想
像

を
絶
す
る
ほ
ど
に
犬
き
な
も
の
で
す
。

実
際
に
被
害
を
及
ぽ
す
の
は
、
そ
の

う
ち
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い

と
し
て
も
、
わ
た
し
た
ち
に
は
犬
き

な
被
害
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
由

　
こ
の
は
か
リ
知
れ
な
い
台
風
災
害

も
、
わ
た
し
た
ち
の
工
夫
と
努
力
で

あ
る
程
度
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

普
段
か
ら
、
家
の
中
や
ま
わ
り
を
み

て
、
台
風
の
被
害
を
受
け
や
す
い
も

の
や
場
所
な
ど
に
眼
を
注
ぎ
、
弱
い

と
こ
ろ
は
補
強
す
る
な
ど
万
全
の
対

策
を
た
て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

★
台
凪
が
近
づ
い
た
ら

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
新
し
い
台
風

情
報
を
よ
く
聞
き
、
必
要
な
対
策
を

た
て
ま
し
上
う
。

■
借
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
を
用
意
す
る
。

●
大
工
用
具
を
出
し
て
、
い
つ
で
も

使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

■
建
物
の
補
強
に
ぬ
か
り
が
な
い
か

も
う
一
度
確
認
す
る
。

■
水
筒
に
水
や
お
湯
を
入
れ
て
お
く

ま
た
、
適
当
な
容
器
に
も
水
を
と
っ

て
お
く
。

■
貴
重
品
は
ま
と
め
て
お
く
。

■
医
薬
品
な
ど
を
用
意
す
る
。

★
豪
ー
の
■
強
は
早
目
に

■
窓
の
内
側
に
カ
ン
ヌ
キ
を
渡
し
て

ガ
ラ
ス
戸
の
し
な
り
を
防
ぐ
自

■
窓
や
雨
戸
な
ど
は
ク
キ
づ
け
し
て

板
を
あ
て
て
補
強
す
る
。

■
ガ
ラ
ス
戸
に
は
Ｘ
状
に
ポ
リ
テ
ー

プ
や
セ
ロ
テ
ー
プ
を
は
っ
て
割
れ
に

く
く
す
る
由

●
家
の
ま
わ
リ
の
排
水
を
よ
く
し
て

お
く
と
と
も
に
、
危
険
な
箇
所
は
土

盛
り
な
ど
Ｌ
て
浸
水
を
防
ぎ
ま
し
上

う
。　

電
灯
の
引
き
込
み
線
が
た
る
ん
で

い
た
り
、
破
損
し
て
い
る
と
、
屋
根

や
雨
ど
い
、
煙
突
や
煙
突
の
支
線
、

ア
ン
テ
ナ
な
ど
に
ふ
れ
て
温
電
や
ス

パ
ー
ク
を
起
こ
し
、
火
事
に
な
っ
た

リ
、
感
電
す
る
危
険
が
あ
リ
ま
す
。

特
に
、
雨
で
濡
れ
て
い
る
場
合
に
は

感
電
に
よ
る
被
害
は
大
き
く
な
り
ま

す
。
前
も
っ
て
電
力
会
社
に
連
絡
し

て
直
し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
由

　
ま
た
、
風
で
揺
れ
た
電
線
に
ふ
れ

る
恐
れ
の
あ
る
木
の
枝
な
ど
は
切
リ

落
す
な
ｏ
、
早
目
に
対
処
し
て
お
き

ま
し
上
う
由

★
忘
れ
５
な
、
台
１
の
お
と
蛤
末

●
家
屋
が
こ
わ
れ
た
場
合
、
さ
ら
に

倒
れ
る
危
険
は
な
い
か
、
落
下
し
な

い
か
、
な
ど
に
注
意
Ｌ
ま
す
。

●
電
線
が
切
れ
た
り
、
た
る
ん
で
建

物
や
木
の
枝
な
ど
に
ふ
れ
て
い
な
い

か
確
か
め
ま
す
。

■
家
が
浸
水
し
た
と
き
は
、
伝
染
病

を
防
ぐ
た
め
衛
生
に
気
を
つ
け
ま
し

上
う
。
で
き
る
だ
け
早
く
床
や
腰
板

な
ど
を
水
洗
い
し
、
ク
レ
ゾ
ー
ル
な

ど
で
消
毒
し
ま
す
。

●
泥
な
ど
の
つ
い
た
建
具
や
壁
は
、

た
わ
Ｌ
な
ど
で
洗
い
落
Ｌ
て
お
き
ま

し
上
う
。

■
水
に
つ
か
っ
た
食
器
は
消
毒
し
、

衣
類
は
よ
く
洗
つ
て
日
光
に
あ
て
ま

し
上
う
。

　
大
雨
が
降
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合

に
は
、
特
に
、

　
下
暮
地
矢
花
の
住
民
の
方
々
は
、

急
傾
斜
地
危
険
箇
所
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

九
月
に
＾
下
一
斉

防
災
閉
欄
を
真
施

　
こ
の
訓
練
は
、
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
、
大
地
震
に
よ
り
起
』
う
る

さ
ま
ざ
ま
の
災
害
を
想
定
し
、
県
・

市
町
村
・
防
災
関
係
機
関
・
事
業
所
・

一
般
住
民
相
互
の
協
力
体
制
を
緊
密

に
し
て
少
Ｌ
で
も
被
害
を
少
な
く
す

る
た
め
「
防
災
の
日
」
を
期
し
て
、

県
下
一
斉
に
防
災
訓
練
を
実
施
し
て

住
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
昴
揚
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
住
民
の
皆
様
方
に
は
次

に
掲
げ
た
避
難
所
を
よ
く
お
ぽ
え
て

お
き
、
「
い
ざ
避
難
」
の
と
き
は
指
定

さ
れ
た
避
難
場
所
に
避
難
で
き
る
よ

う
、
日
頃
か
ら
心
が
け
て
お
き
ま
し

上
う
。

寛所
＜第２次〉く第１次〉

部落 避難場所 使用する
　　域

部藩 避難場所 使用する
　　域

電話無線中継所 １・ ６隣 都留信駐車場’ １　隣

倉
見

」ｌ１村犬蔵宅十字路 ２・ ３隣 本
町

消防詰所附近 ４　隣

倉見公民館前 ４・ ５隣 三ツ峠駅前 ２・ ３隣

郷田精穀店前 １・ ２・ 隣 福　善　寺 東　　町

小佐野景尊宅前 ３　隣’ 西桂小学校々庭 中町 ・金山

上
町高尾神社 ４・ ５隣 浅間神社 都　町柿

　
　
　
園

渡辺英夫宅前 ６． ７． ８隣 西桂中学校 々庭
あけ坂 ・あげ組

天野彦太郎宅前 ９・ ｌｏ隣 うすい別荘附近 １・ ２隣

白井一郎宅前 １１ ・１２隣
下
暮
地

前田鉄工所附近 ３． ４． ５隣

下暮地公民館前 ６． ７． ８隣



５２ ・７月号１４〕靱広

○
公
共
土
木
工
事

　
昭
和
五
十
二
年
土
木
工
事
を
次
の

と
お
リ
施
工
い
た
Ｌ
て
お
リ
ま
す
。

○
公
共
用
地
造
成
工
事

　
公
共
用
地
で
未
造
成
の
個
所
を
五

十
二
年
度
計
画
に
よ
リ
ま
し
て
造
成

工
事
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

○
忠
魂
碑
参
道
改
良
工
事

　
忠
魂
碑
参
道
の
整
備
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

実
施
設
計

　
土
留
石
積
　
延
長
一
一
二
ｍ

　
石
積
面
積
　
八
七
・
五
血

工
期
　
七
月
一
日
か
ら
八
月
一
一
一
十
一

日
ま
で

請
負
業
者
　
西
桂
町
　
桂
土
木
工
業

株
式
会
社

造
成
後
は
Ｙ
Ｌ
０
会
館
敷
地
と
し
て

使
用
Ｌ
ま
す
。

実
地
設
計

　
土
留
石
積
　
欄
干
川
に
沿
っ
て
石

積
を
す
る
　
石
杖
面
積
一
九
一
一

工
期
　
七
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一

日
ま
で

講
負
業
者
　
西
桂
町
　
桂
土
木
工
業

株
式
会
社

○
倉
見
中
央
道
南
二
号
線
改
良
舗
装

工
事

車
輌
の
通
行
量
も
多
く
路
面
が
大
変

悪
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
道
路
一
部

拡
巾
改
良
し
、
■
舗
装
工
事
を
し
て
お

口
ま
す
。

実
施
設
計

　
延
長
九
九
ｍ
　
路
側
コ
ン
ク
リ
ー

ト
壁
、
水
路
工
六
六
皿

舗
装
面
積
三
八
四
血

工
期
　
七
月
一
日
か
ら
八
月
一
一
一
十
一

日
ま
で

■
請
負
業
者
　
西
桂
町
　
西
倉
建
設
有

限
会
社

０
．
今
後
引
続
い
て
計
画
中
の
土
木
工

事
施
工
い
た
し
ま
す
由

○
各
工
事
に
つ
き
ま
し
て
何
か
と
御

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
て
お
リ
ま
す

が
、
御
協
力
を
お
願
い
致
Ｌ
ま
す
．

小
回
竈
金
皿
竈
の

　
貸
付
期
間
が

　
　
艮
く
な
リ
ま
し
た

　
町
で
は
小
□
資
金
融
資
の
利
用
を

上
口
進
め
る
た
め
、
七
月
よ
ｏ
貸
付

期
問
を
二
年
に
延
長
し
ま
し
た
自
町

内
商
工
業
者
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、

町
商
工
会
を
通
じ
て
申
込
手
続
き
を

行
「
て
下
さ
い
。

貸
付
期
間
二
年
以
内
＾
据
置
二
月
〕

貸
付
金
額
五
十
万
円
迄

保
証
人
　
要
し
ま
す
由

申
し
込
み
日
　
毎
月
十
五
日
迄

年

あ
な
た
の
国
民
年
金
で
す

〃
保
険
料
の
納
付
期
限

　
　
　
を
お
忘
れ
な
く
〃

　
国
民
年
金
制
度
が
発
足
し
て
、
今

年
で
十
七
年
目
、
加
入
者
は
、
約
二

千
六
百
五
十
万
人
に
も
な
叩
ま
す
。

　
年
金
額
も
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
に
よ

リ
、
こ
の
七
月
か
ら
九
・
四
打
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
、

　
と
こ
ろ
で
、
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
て
い
ま
す
か
？
納
付
が

遅
れ
る
と
万
一
の
時
に
、
障
害
年
金

や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
、
老
齢

年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
各
期
ご
と
の
保
険
料
は
納
期
に
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
』
う
。

　
も
し
納
め
ら
れ
な
い
場
含
に
は
必

ず
役
場
に
申
Ｌ
出
て
下
さ
い
。
免
除

等
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
相
談

Ｌ
て
下
さ
い
。

必
ず
届
出
を
〃
一

＾
生
年
念
箏
へ
加
入
の
４
合

　
会
社
へ
勤
め
始
め
た
時
等
、
国
民

年
金
一
国
保
か
ら
抜
け
る
こ
と
に
な

○
ま
す
。

Ｕ
生
年
金
，
か
ら
脱
邊
の
■
合

　
会
社
を
や
め
た
時
等
、
国
民
年
金

・
国
保
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
リ
ま

す
。
届
出
が
な
い
と
役
場
で
は
わ
か

り
ま
せ
ん
，
保
険
料
の
二
重
納
付
・

資
格
が
無
く
な
る
等
、
不
利
に
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
。

與
さ
ん
も
国
民
年
合
に

　
　
　
加
入
Ｌ
ま
し
よ
う
！

　
国
民
年
金
に
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
さ
ん
も
加
入
で
き
ま
す
が
、
あ

な
た
は
加
入
し
て
い
ま
す
か
由

　
奥
さ
ん
に
は
、
ご
主
人
が
加
入
し

て
い
る
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
か
ら

の
保
証
も
あ
リ
ま
す
が
、
国
民
年
金

に
加
入
し
ま
す
と
将
来
は
ご
夫
婦
そ

ろ
っ
て
老
齢
隼
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
奥
さ
ん
が
病
気
や

け
が
な
ど
で
障
害
者
と
な
っ
た
と
き

に
は
、
国
民
年
金
か
ら
障
害
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
由
そ
の
他
の
短
期
給

付
に
も
該
当
に
な
り
ま
す
。

　
奥
さ
ん
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

た
め
に
、
そ
し
て
豊
か
な
老
後
の
た

め
に
是
非
国
民
年
金
に
加
入
Ｌ
ま
Ｌ

よ
う
！

○老齢年金引上げ（．７月から１．蜘

　　　２５年納付　月３２ ，５００円→３５ ，５５８円

　　　５年年金　月１５ ，０００円→１６ ，４１０円

○老齢福祉年金（無拠出 ・８月から）

　　　　　　　　月１３，５００円→１５ ，Ｏ００円

○保険料も段階的に上ります

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
…
一
一
一
一
一
一
一
…
…
一
一
一
一
…
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

各
租
役
鐵
■
名

　
西
桂
町
国
民
健
原
保
険
運
営
協
議

会
委
貝
の
新
委
貝
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。　

被
保
険
者
代
表
　
　
定
月
　
由
一

　
　
　
〃
　
　
　
小
野
敏
太
郎

　
保
険
医
、
保
険
薬
剤
師
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
権
守
赴
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
切
千
秋

　
公
益
代
表
　
　
　
　
新
田
　
敬
一

　
　
　
　
　
　
　
　
勝
俣
隆
幸



５２ ・７月号西箏広〕５＝

保
債
衛
生
だ
よ
リ

◎
軋
児
検
臓

呂
月
舶
日
役
場

対
象
　
５
１
・
９
・
”
月
－

　
　
　
朋
・
２
・
３
・
５
・
６
月
生

◎
母
ｏ
掌
邊
の
お
知
ら
せ

８
月
趾
日
　
９
月
７
日
　
９
月
肥
日

役
場

◎
’
校
住
長
む
修
＾
Ｗ
お
知
ら
廿

９
月
凹
日
　
倉
見
公
民
館

９
月
２
０
日
　
西
桂
町
役
場

９
月
別
日
　
西
桂
小
学
校

９
月
刎
日
　
下
暮
地
公
民
館

　
一
般
住
民
対
象
　
ｍ
時
－
３
時
迄

舳
血
に
協
カ
下
さ
い
〃
一

８
月
鴉
日
　
１
０
時
！
３
時
役
場
前
庭

　
犬
は
常
時
け
い
留
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
最
近
夜
間
等
放
し
飼

い
に
す
る
為
、
農
作
物
等
の
被
害
が

出
て
、
苦
情
が
出
さ
れ
て
お
リ
ま
す
。

夜
間
も
必
ら
ず
け
い
留
し
て
お
い
て

下
さ
い
。

　
放
し
飼
い
（
け
い
留
義
務
違
反
）

は
一
万
円
以
下
の
罰
金
で
す
。
随
時

捕
狛
器
に
よ
リ
捕
獲
し
ま
す
回

不
用
犬
、
不
用
猫
収
箏
目

　
８
月
９
日
　
９
月
Ｈ
日
　
午
後
２

時
舶
分
－
２
時
仙
分
迄
　
役
場
前

ご
み
収
■
に
つ
い
て

△
可
燃
物
は
必
ら
ず
指
定
の
紙
袋
へ

入
れ
て
、
指
定
目
時
に
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ヘ
、
〈
毎
週
月
・
木
曜
日
〉
、
収
集
指
定

時
問
以
降
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
置
き
ま

す
と
、
犬
等
が
食
い
荒
ら
し
ま
す
の

で
、
絶
対
に
指
定
時
間
以
降
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
置
か
な
い
で
下
さ
い
。

△
不
燃
物
は
必
ら
ず
指
定
日
時
に
透

明
ボ
リ
袋
へ
入
れ
て
く
毎
週
水
曜
日

Ｖ
。
商
売
上
の
一
」
…
は
適
切
に
処
理

し
て
下
さ
い
由

　
　
無
届
け
で
新
増
設
・
改
造
を
行
う

　
と
条
例
違
反
に
な
り
ま
す
。

　
○
配
水
管
か
ら
分
岐
以
後
の
給
水
装

．
置
の
故
障
は
業
者
に
依
頼
し
て
修
理

　
Ｌ
て
下
さ
い
。

　
工
■
は
竈
格
＾
Ｗ
あ
５
‘
－
－
に
依
‘
…
Ｌ

　
皇
Ｌ
占
コ
。
　
＾
申
請
の
時
一
件
審
査

　
を
し
ま
す
岨
一

　
〇
給
水
管
、
ホ
ー
ス
等
を
汚
染
の
恐

　
れ
．
の
あ
る
も
の
へ
連
結
し
た
リ
、
入

　
れ
放
し
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
　
＾

　
風
呂
ヘ
ホ
ー
ス
を
入
れ
放
し
に
し
て

　
お
く
と
断
水
等
の
場
合
逆
に
吸
い
込

　
ん
で
し
ま
い
ま
す
〕

　
○
メ
ー
タ
ー
器
が
管
理
不
充
分
の
た

　
め
破
損
し
た
と
き
は
有
償
交
換
に
な

　
り
ま
す
。

　
　
検
針
・
集
金
は
２
ヵ
月
毎
で
す
。

　
ご
協
力
下
さ
い
。

　
■
完
全
な
水
遺
と
す
る
た
め
、
全
般

　
的
な
改
良
計
画
の
た
め
の
調
査
を
進

　
め
て
い
ま
す
。

水
道

　
四
月
か
ら
町
営
に
な
リ
ま
し
た
、

お
金
の
か
か
っ
た
水
で
す
。
大
切
に

使
い
ま
し
ユ
、
つ
坦

○
安
全
な
飲
料
水
給
水
の
た
め
、
塩

素
滅
薗
に
職
貝
が
毎
日
各
配
水
池
を

廻
っ
て
い
ま
す
。

○
水
源
の
水
質
検
査
、
管
末
の
細
菌

検
査
等
定
期
に
行
っ
て
い
ま
す
。

○
維
持
補
修
件
数
＾
４
月
－
６
月
）

　
　
国
道
埋
設
本
管
修
理
　
５
件

　
　
町
道
埋
設
本
管
修
理
　
６
件

　
　
そ
の
他
　
　
　
　
　
３
件

水
む
の
新
，
股
改
造
、
廃
止
は

か
ら
行
っ
て
下
さ
い
由

　
所
有
者
、
使
用
者
の
変
更
も
届
出

て
下
さ
い
。

納
税
貯
吝
組
合
長

会
竈
開
催
〃

　
七
月
一
一
十
七
目
午
後
二
時
よ
リ
西

桂
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
町
税
に
つ
い
て
の
主
な
改
正
点
＾

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動

車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
他
〕
に

っ
い
て
説
明
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
優
良
組
合
、
勤
続
組
合
長

の
表
彰
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

◎
ｃ
■
岨
合

西
倉
納
税
貯
蓄
組
合

豊河三寿平
　原和　和

〃〃一〃

◎
舳
竈
蟷
合
＾

斉
藤
　
　
貢

川
村
俊
夫

川
村
慶
蔵

郷宮小志相
田下林村沢

　浅　　　信
衛治敏晟吉

　　　　　兀　　　　　納
５２５２５２５２５２５

年年年年隼年

　
　
寿
　
　
班
年

町
　
吏
　
貝
帖
年

倉
見
第
四
　
１
０
年

本
　
　
町
１
０
年

親
　
　
和
５
年

柿
園
第
六
　
５
年

　
　
豊
　
　
５
年

下
暮
地
第
一
５
年

八
月
一
日
か
ら

　
三
十
一
目
皇
で

道
路
を
守
る
月
間
で
す

　
道
路
を
守
る
月
間
は
、
道
路
を
い

っ
も
広
く
美
し
く
安
全
に
使
用
す
る

た
め
．
県
民
の
み
な
さ
ん
が
、
お
互

い
に
身
近
な
道
路
を
自
分
の
も
の
の

よ
う
に
注
意
し
、
管
理
し
て
ゆ
く
気

運
を
高
め
、
住
み
よ
い
環
境
■
を
つ
く

る
運
動
を
展
開
す
る
月
間
で
す
。

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
と
っ
て
、

道
路
の
果
す
役
割
は
非
常
に
大
き
い

も
の
で
す
。

　
通
学
や
通
勤
、
買
い
物
に
行
く
時

目
的
を
も
つ
て
行
動
す
る
と
き
は
必

ず
道
路
を
使
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
一
「
に
必
要
な
適
路
も
案

外
無
関
心
で
お
ら
れ
る
人
が
多
い
よ

う
で
す
。

　
み
ん
な
で
使
う
道
路
は
、
ま
ず
白

分
の
住
ん
で
い
る
ま
わ
リ
の
道
路
か

ら
不
要
な
も
の
を
取
り
除
い
た
り
、

置
か
な
い
よ
う
つ
と
め
、
さ
ら
に
積

極
的
に
紙
く
ず
、
汚
物
な
ど
の
清
掃

を
実
行
Ｌ
ま
し
上
う
回

『
正
Ｌ
く
値
お
う

　
　
み
ん
な
の
■
路
」

特別職国家公務員

陸・ 海・空自衛官募集
年令
受１イ寸

１８才 一２４才

常時各市町村役場又は
北富士自衛隊Ｔｅ１０５５５８４３１３５

自衛隊大月募集事務所
　　　　　Ｔｅｌ　０５５４２（……）１２９８

鯛
自

令
付

年
受
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こ
の
運
動
は
、
夏
休
み
の
解
放
感

や
、
レ
ジ
ャ
ー
交
通
等
に
よ
り
例
年

多
発
傾
向
に
あ
る
夏
の
交
通
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
交
通
安
全
思
想
の

昂
揚
を
図
り
、
県
民
総
ぐ
る
み
に
よ

る
正
Ｌ
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践
を
習

慣
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
実
施
期
間
は

　
昭
和
珊
年
７
月
１
０
圓
＾
目
〕
か
ら

８
月
引
回
＾
水
）
皇
で
で
す
。

　
こ
の
運
動
の
重
点
と
し
て
は
、

一
、
歩
行
者
、
自
幅
■
利
用
者
と
く

　
仁
一
－
ど
も
と
老
人
の
■
故
防
止

　
と
ぴ
だ
し
や
、
車
の
直
前
、
直
後

の
横
断
な
ど
に
よ
る
事
故
や
、
夜
問

に
お
け
る
事
故
防
止

ア
、
夜
問
外
出
時
に
「
目
だ
つ
も
の

　
」
の
蒲
用
を
習
憤
づ
け
よ
う

イ
、
自
分
の
体
に
あ
っ
た
自
転
車
の

　
利
用

一
一
、
ゆ
つ
く
リ
■
帳
の
励
行
と
シ
ー

畝酒■田個螂
…眉い，舳 一

蜆～だ邑

曇る纈ら

素るなら

１ら直Ｌ、

蠣ま置い

岨ませない

　
ト
ペ
ル
ト
■
１
■
用
の
推
竈

　
ゆ
と
リ
あ
る
運
転
を
習
慣
づ
け
、

運
転
者
、
同
乗
者
の
安
全
を
確
保
す

る
。ア

、
規
制
速
度
以
内
で
の
走
行

イ
、
歩
行
者
と
く
に
こ
ど
も
と
老
人

　
身
体
障
害
者
等
の
安
全
確
保

ウ
、
わ
き
見
、
過
労
運
転
な
ど
の
防

　
止ユ

、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
着
用
を
習
慣
づ
け
よ
う

　
特
に
シ
ー
ト
ペ
ル
ト
は
、
高
速
道

　
路
、
長
距
離
運
転
の
際
は
必
ず
着

　
用
し
ま
Ｌ
上
、
コ

一
一
一
、
　
飲
栖
「
－
１
缶
の
竈
滅

　
家
庭
・
地
域
・
職
場
ぐ
る
み
で
、

飲
酒
運
転
の
絶
滅
を
は
か
ろ
う
。

ア
、
　
「
三
な
い
運
動
」
の
徹
底
■

　
飲
ん
だ
ら
　
乗
ら
な
い

　
乗
る
な
ら
　
飲
ま
な
い

　
乗
る
な
ら
　
飲
ま
せ
な
い

１
休
み
中
の

二
ど
も
の
■
故
防
止

　
夏
休
み
に
は
、
こ
ど
も
の
交
通
事

故
が
多
く
、
昨
年
八
月
県
内
で
は
九

十
三
件
が
発
生
し
、
一
人
が
死
亡
、

百
十
二
人
が
け
が
を
Ｌ
ま
Ｌ
．
た
。

色
々
な
計
画
を
前
に
犬
変
楽
し
い
も

の
で
す
が
、
学
校
生
活
の
場
合
と
異

な
リ
生
活
の
場
が
家
庭
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
家
族
の
方
は
以
前
に

も
増
し
て
、
こ
ど
も
達
の
遊
び
や
行

動
に
っ
い
て
特
に
細
か
い
注
意
を
払

わ
な
け
れ
ぱ
な
リ
ま
せ
ん
由

　
こ
ど
も
の
事
故
は

○
　
歩
行
中
の
場
合

○
車
の
直
前
、
直
後
の
横
断
・
や
、

　
び
だ
し

○
　
幼
児
の
ぴ
と
リ
歩
き
の
際

が
多
く

　
自
転
車
の
事
故
の
場
合
は

○
交
差
点
の
徐
行
遠
反

○
右
折
の
方
法
違
反

な
ど
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
る

幼
児
の
事
故
は
、

で
す
。
　
「
ひ
と
り
歩
き
」

さ
せ
な
い
よ
う
心
が
け
ま
レ
』
う

交
通
■
故
相
畷
の

　
　
．
ご
　
案
・
内

交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
が
損
害

賠
償
な
ど
の
予
備
知
識
が
な
い
ぱ
っ

か
り
に
相
手
に
つ
け
こ
ま
れ
被
書
者

が
雀
の
涙
ほ
ど
の
安
い
賠
償
金
で
泣

き
わ
い
１
］
し
、
ま
た
は
加
害
者
が
膨

犬
の
賠
償
金
を
支
払
わ
せ
ら
れ
た
と

い
う
例
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
相
談
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
賠
償
問
題
、
更
生

間
題
な
ど
の
正
し
い
事
後
措
置
を
お

教
え
し
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、

関
係
の
援
謹
機
関
＾
法
務
局
・
福
祉

事
務
所
・
鮒
法
律
扶
助
協
会
な
ど
〕

へ
あ
っ
せ
ん
い
た
し
ま
す
由

　
相
談
に
は
で
き
る
だ
け
医
師
の
診

断
書
事
故
証
明
書
、
な
ど
相
談
に
必

要
な
資
料
を
持
参
Ｌ
て
く
だ
さ
い
口

　
相
談
は
無
料
で
す
。

　
電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　
交
通
事
故
の
相
談
を
次
の
と
こ
ろ

で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
梨
県
交
通
事
故
相
談
所

　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
－
一

　
県
庁
構
内
南
別
館
一
階

電
話

　
　
〇
五
五
一
一
－
三
一
一
－
三
七
一
五

　
交
通
事
故
相
談
所
都
留
支
所

　
都
留
市
田
原
三
丁
目
三
－
一
一
一

　
南
都
留
合
同
庁
舎
一
階

　
電
話
　
〇
五
五
四
四
－
三
－
一
五

　
　
　
　
一
一
　
内
線
一
＝
ハ

子
供
の
心
配
ご
と
相
談
の
ご
案
内

　
子
ど
も
｛
十
八
才
未
満
）
に
っ
い

て
の
悩
み
ご
と
な
ら
、
何
で
も
相
談

を
う
け
た
ま
わ
リ
ま
す
自

　
た
と
え
ぱ
、
し
つ
け
の
方
法
，
お

ね
し
上
、
ひ
き
つ
け
、
ち
え
お
く
れ
、

手
足
や
目
耳
が
不
自
由
．
こ
と
ぱ
の

お
く
れ
、
学
校
嬢
い
、
お
ち
つ
き
が

な
い
、
内
気
、
人
に
迷
惑
を
か
け
る

困
「
た
癖
、
養
育
困
難
．
心
身
障
害

に
つ
い
て
の
年
金
、
手
当
，
諸
税
の

減
免
、
療
育
手
帳
や
育
費
の
援
助
等

公
的
援
肋
の
諸
制
度
の
相
談
、
里
親

の
申
し
込
み
な
ど
で
す
自

　
相
談
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
＾
土
曜
日
は
十
一
時
一
ま
で
受
け

つ
け
ま
す
由
電
話
で
予
約
」
て
か
ら

お
い
で
く
だ
さ
い
。
母
子
健
康
手
帳

を
持
毒
し
て
く
だ
さ
い
自

　
又
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
う
け
た

ま
わ
り
ま
す
自

　
相
談
の
内
容
に
応
じ
い
ろ
い
ろ
な

角
度
、
た
と
え
ぱ
、
経
過
観
察
，
通

所
指
導
，
心
理
治
療
、
専
門
施
設
で

の
治
療
訓
練
、
他
の
専
門
機
関
へ
の

紹
介
、
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
な
い
、

一
番
よ
い
方
法
で
解
決
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
問
題
は
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
養
盲
上
の

悩
み
ご
と
は
、
迷
わ
ず
に
な
る
ぺ
く

早
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
由

　
相
談
は
、
す
ぺ
て
無
料
で
秘
密
を

固
く
守
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
相

談
で
き
ま
す
。

　
子
ど
も
は
次
代
を
に
な
う
大
切
な

宝
で
す
由
よ
り
よ
く
よ
い
子
に
育
て

る
た
め
に
、
児
童
相
談
所
を
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

都
留
児
童
相
談
所

　
　
都
留
市
田
原
一
一
一
丁
目
三
－
一
一
一

　
　
南
都
留
合
同
庁
舎
内

電
　
話

　
〇
五
五
四
四
－
一
一
一
－
一
五
一
一
〇

　
　
　
”
　
　
一
一
一
－
一
五
一
一
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夏
の
性
犯
罪
を

　
　
　
防
止
し
よ
う

　
夏
に
は
、
　
「
ち
か
ん
」
な
ど
の
性

犯
罪
が
多
く
な
１
〕
ま
す
。

　
昨
年
一
年
問
で
警
察
に
届
出
の
あ

っ
た
惟
犯
罪
は
四
十
八
件
で
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
開
放
的
と
な
る
夏
に
発

生
Ｌ
て
い
ま
す
。

　
被
害
に
あ
っ
た
原
因
を
み
ま
す
と

「
見
知
ら
ぬ
男
に
誘
れ
ド
ラ
イ
プ
に

行
き
被
害
に
あ
っ
た
」
　
「
開
け
放
し

で
就
寝
し
て
し
ま
い
被
害
に
あ
っ
た

」
な
ど
、
被
害
者
に
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
が
あ
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
夏
に
多
く
な
る
性
犯
罪
を
防
止
す

る
に
は

○
甘
い
誘
い
に
は
の
ら
な
い

　
甜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｕ
話
…
Ｈ

○
暗
い
夜
道
の
ひ
と
リ
歩
き
は
さ
け

　
る
。

○
し
っ
か
り
戸
締
り
を
す
る
。

　
以
上
の
こ
と
に
注
意
Ｌ
て
、
夏
に

多
い
性
犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
旦

　
　
水
の
享
故
を

　
　
　
　
防
ご
う
－

　
夏
の
到
来
と
と
も
に
水
の
事
故
が

多
く
な
１
〕
ま
す
曲

　
昨
年
発
生
し
た
水
難
事
故
の
状
況

を
み
ま
す
と
、
県
内
で
発
生
Ｌ
た
事

故
は
三
十
四
件
、
死
者
二
十
七
名
で

う
ち
夏
季
に
は
発
生
十
七
件
、
死
者

十
四
名
と
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
事
故
の
多
く
は
、

親
の
放
任
に
よ
る
未
就
学
児
童
の
用

水
路
へ
転
落
事
故
、
湖
沼
、
池
に
お

糀
講
封
　
　
　
　
　
　
日
刊

け
る
遊
泳
中
の
事
故
等
で
す
。

　
み
な
さ
ん
も
次
の
事
項
に
十
分
注

意
し
て
悲
惨
な
水
の
事
故
を
防
ぎ
楽

Ｌ
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
よ
う
。

○
　
水
に
入
る
前
に
は
準
備
運
動
を

　
十
分
に
行
な
う

○
　
身
体
の
具
合
が
悪
い
と
き
、
疲

　
労
し
て
い
る
と
き
、
酒
を
飲
ん
だ

　
と
き
は
泳
が
な
い
。

○
　
危
険
な
用
水
路
や
川
等
の
近
く

　
で
遊
ぱ
せ
な
い

○
　
幼
児
に
一
人
遊
ぴ
を
さ
せ
な
い

○
　
子
ど
も
だ
け
で
、
水
遊
ぴ
や
水

　
泳
に
行
か
せ
な
い
で
必
ず
保
護
考

　
が
つ
い
て
行
く
。

○
　
危
険
な
用
水
路
、
堀
等
に
は
防

　
謹
棚
を
取
リ
つ
け
る
由

○
　
ポ
ー
ト
遊
ぴ
中
、
ふ
ざ
け
た
り

　
立
っ
た
リ
、
ポ
ー
ト
か
ら
飛
び
込

　
み
は
し
な
い
。

ザ
６夏の栄養６

　　健康であることは 、人間の最高のしあわ

　せです 。

　　Ｌかし 、日ごろ 、自分は健康であると考
　えている人でも 、夏になると「からだがだ
　るくなる」 　「疲労を感じる」「 食欲がおと

　ろえる」 等訴える人がいます 回

　　 このような場合、偏食を避けて食欲を増

萄　進させて 、体力をつける工夫が必要です 。

　それには何といつても栄養的にパラノスの
　とれた食事をとることです 。

　　例 足ぱ、猷立を考 疋る場合、肉　魚 ・卵　　　　　　　　　一

劃　大豆等で良質のたん白質をと■〕、 また 、野

　莱を十分食ぺてビタミンを補給するよう１こ

　しまＬよう 。

　　また 、夏に食欲がなくなる原因として
、

誼　ビタ…ン 不足があげ ｈれますが、特にビタ

　三ノ目１は冬季の３倍必要とされています
割小麦や胚芽等で補 いまＬよっ 白

冒　　さ■に 、カルンユームや無機質を多く含
　んでいる牛乳やチーズを多くとリ 、カロリ

　ーの高 い油を便 つた料理でスタミナをつけ

　るようにしましょう ｏ賀　　なお 、食事をする場合には暴飲暴食を避
　け 、何んでも食ぺるようにしまＬよう

。

邊　 そして 、１日の活動に備えて朝食は必ず
　するよう心掛け 、夕食はゆ っくり楽しみな富　か■一家団 ｂんで食ぺるようにＬましょう

。

む
竈

酸性 アルカリ性

楽
Ｌ
い
訓
練

ば
ん
ご
う
炊
さ
ん

小
学
校
五
年
生
八
十
二
人
は
、
七

月
十
三
目
か
ら
十
五
．
日
の
二
油
三
目

で
、
八
ヶ
岳
自
然
の
家
に
お
い
て
林

間
学
校
を
行
な
い
ま
Ｌ
た
。

　
そ
の
予
行
訓
練
と
し
て
七
月
九
目

に
校
庭
に
お
い
て
、
は
ん
ご
う
炊
さ

ん
の
訓
練
を
実
施
し
て
、
自
分
達
で

飯
を
炊
い
た
り
、
カ
レ
ー
を
つ
く
っ

た
リ
し
て
本
番
さ
な
が
ら
の
楽
し
い

ム
ー
ド
で
し
た
。

　
炊
き
あ
か
っ
た
、
は
ん
ご
う
を
さ

か
さ
に
し
て
ポ
ン
ポ
ン
た
た
き
、

ふ
た
を
と
り
、
う
ま
く
炊
け
て
い
る

と
犬
喜
ぴ
、
ま
っ
黒
に
焦
げ
付
い
て

い
る
と
犬
笑
い
し
て
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
生
活
で
の
貴
重
な
・
体
験
、

ま
た
、
楽
Ｌ
い
思
い
出
の
一
つ
と
Ｌ

て
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
で
し
ょ
う
。

中
学
生
が

田
ん
ぼ
の
草
取
リ

　
中
学
校
生
徒
全
貝
に
よ
る
田
ん
ぽ

の
草
取
リ
が
、
七
月
九
日
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
毎
年
行
な
っ
て
い
る
も
の

で
、
一
年
か
ら
三
年
生
ま
で
男
・
女

一
緒
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
ご
と
の
田

ん
ぽ
に
入
り
、
先
生
や
用
務
員
の
お

じ
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
、
イ
ネ
と

穂
ぴ
え
の
区
別
を
教
わ
り
な
が
ら
、

い
っ
し
上
う
け
ん
め
い
草
取
リ
を
行

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
Ｌ
て
、
み
ん
な
で
草

を
取
っ
た
田
ん
ぽ
に
は
、
秋
に
な
る

と
た
く
さ
ん
の
稲
が
頭
を
垂
れ
、
う

ま
い
米
が
食
ぺ
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う

と
恩
い
ま
す
。



５２
・ ７月号｛８〕桂報

ユ
ニ
オ
ン
ズ
チ
ー
ム
（
ソ
フ
ト
）

連
続
七
回
・
通
算
十
二
回
目
優
勝
／

　
　
↑
バ
レ
ー
は
柿
園
チ
ー
ム
が
連
覇
ｆ

　
西
桂
町
体
育
協
会
＾
会
長
　
田
村

順
三
〕
主
催
の
町
民
ソ
ワ
ト
ポ
ー
ル

大
会
と
第
二
回
家
庭
婦
人
パ
レ
ー
ポ

ー
ル
大
会
が
、
去
る
７
月
３
日
好
天

に
め
ぐ
ま
れ
小
、
中
学
校
の
校
庭
ど

中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
熱
蛾
が
■
く

リ
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ソ
７
ト
ポ
ー
ル
犬
会
で
は
、
二
十
．

五
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
Ａ
パ
ー
ト
で

は
キ
ラ
ー
ズ
が
パ
ー
ス
を
７
対
５
で

が
桂
友
を
８
対
Ｏ
で
破
り
そ
れ
ぞ
れ

決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
出

優
勝
一
記
録
を
更
新
Ｌ
よ
う
と
す
る
ユ

ニ
オ
ン
、
ス
と
、
そ
れ
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
よ
う
と
す
る
キ
ラ
ー
ズ
の
戦
い

は
、
六
回
の
表
に
１
点
差
ま
で
過
い

つ
い
た
キ
ラ
ー
、
ス
で
し
た
が
、
そ
の

裏
ユ
一
一
オ
ン
、
ス
が
５
点
を
追
加
Ｌ
て

七
回
連
統
の
通
算
十
二
回
目
の
優
勝

を
し
ま
Ｌ
た
。

＾
決
勝
戦
）

キ
一
フ
ー
ズ

ユ
ニ
オ
ン
ズ

２
０
０
０
３
４
０

９
０
０
１
０
５
Ｘ

１５９

　
パ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会
で
は
、
六
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
柿
園
が
上
町
Ｂ
を

２
－
Ｏ
で
破
り
、
下
暮
地
が
倉
見
を

２
－
Ｏ
で
破
リ
そ
れ
ぞ
れ
決
勝
に
進

出
し
ま
Ｌ
た
由

柿
園
と
下
碁
地
と
の
戦
い
は
、
２
－

○
と
柿
園
が
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
ち
、

昨
年
（
第
一
回
）
に
続
き
二
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
古

　
な
お
、
三
位
決
定
戦
は
上
町
目
と

倉
見
の
間
で
戦
わ
れ
２
－
Ｏ
で
上
町

目
が
三
位
で
し
た
出

＾
決
勝
戦
）

柿
園
一
舳
＾
丁
地

　
他
人
を
勧
誘
し
、
販
売
組
織
に
加

盟
さ
廿
れ
ば
謝
礼
が
も
ら
え
る
、
商

品
■
の
卸
売
価
格
が
安
く
な
る
、
り
べ

－
ト
が
ふ
え
る
と
い
う
商
法
〔
マ
ル

チ
商
法
〕
に
は
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
こ
の
マ
ル
チ
商
法
は
、
多
大
の
利

益
が
容
易
に
得
ら
れ
る
と
信
じ
こ
ま

せ
て
、
勧
誘
し
ま
す
が
、
実
際
に
は

商
品
が
売
れ
ず
、
借
り
た
金
の
返
済

に
苦
し
ん
で
い
る
等
被
害
届
け
が
相

次
い
で
い
ま
す
。

　
特
に
Ｏ
Ｌ
、
未
成
年
老
、
学
生
そ

し
て
家
庭
を
守
る
奥
様
方
に
お
い
て

安
易
に
加
入
し
て
窮
地
に
陥
り
、
後

晦
す
る
人
が
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。

マ
ル
チ
商
法
に
つ
　
て
は

「
訪
問

す
岨

　
以
上
の
事
柄
を
よ
く
ふ
ま
え
た
上

．
で
、
皆
様
方
に
お
い
て
も
、
業
者
等

の
勧
誘
に
対
し
て
は
、
廿
一
言
に
惑
わ

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
よ
く
実
情
を
理

解
さ
れ
、
熟
慮
さ
れ
る
こ
と
を
望
む

と
と
も
に
、
被
害
の
あ
っ
た
人
は
す

ぐ
に
、
も
よ
り
の
警
察
、
市
町
村
、

又
は
、
通
産
省
産
業
政
策
局
商
政
課

（
電
話
〇
三
－
五
〇
一
－
一
六
七
八
一

に
ご
相
談
下
さ
い
拮

毒勢勢勢勢勢勢繁鈴毎魯

　標　語
療

普
蓄

僚毎
魯
貯

脅略勢魯

くわえて

　あすに希望と

　　　しあわせを

た

山梨県貯蓄推進委員会

東
冒
コ
ー
ナ
ー

　
　
電
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
将
来

済
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
く
ら

い
で
す
日

　
今
日
を
「
石
油
時
代
」
と
呼
ぷ
人

も
い
ま
す
が
、
実
際
石
油
が
な
叶
れ

ぱ
、
現
代
社
会
は
一
日
も
支
え
ら
れ

な
い
の
が
実
情
で
す
。
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
依
存
率
は
九
十
％
で
、
こ
の

｛
ち
石
油
が
七
十
四
％
で
す
皿
Ｌ
か

も
火
力
発
電
所
で
使
わ
れ
る
石
油
は

四
十
％
に
も
お
よ
ぴ
ま
す
。
有
限
な

資
源
と
く
に
石
油
消
費
底
下
の
た
め

世
界
各
国
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
代
替

え
の
探
究
に
懸
命
な
努
力
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存

の
う
ち
一
一
一
十
％
が
電
カ
エ
ネ
ル
キ

ー
に
依
存
Ｌ
て
お
Ｏ
今
後
ク
ー
－

ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
電
力

需
要
は
増
大
の
上
昇
線
を
た
ど
る

こ
と
舳
問
違
い
な
く
、
経
漬
成
長

率
を
二
十
％
上
回
る
電
源
設
備
を

開
発
し
な
け
れ
ぱ
需
要
に
対
応
で

き
な
い
の
が
実
態
で
す



５２ ・７月号西竈広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
竈
　
一
　
部
－

　
　
　
　
　
秀
邊

　
　
　
　
　
　
夜
蛙
の
　
ま
だ
と
・
の
は
ぬ
　
人
の
数
　
　
　
　
郷
田
　
静
波
一

　
　
　
鯛
嚢
の
慧
一
抜
け
ゆ
１
鷹
言
　
　
〃
一

　
　
　
範
　
　
風
足
の
　
く
わ
１
〕
を
白
く
　
南
風
の
山
　
　
　
　
　
　
”
　
　
一

句
鵬
父
貫
糞
白
き
椅
子
子
新
婁
子
一

　
　
　
蝕
　
　
測
量
の
　
声
荒
々
し
　
梅
雨
河
原
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
一

　
　
　
範
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
幸
里

－
翻
髄
野
鳥
に
は
野
烏
の
一
裏
桜
桃
忌
　
・
”
一

伯
範
豚
え
受
と
茅
買
い
来
・
目
簿
　
槙
田
由
撃
一

　
　
　
鰯
　
　
眼
帯
へ
　
病
棟
の
風
　
金
魚
売
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
一

鴛
雛
る
ド
簑
ろ
浦
耐
雛
一
一
蔑
〃
博
子
一

　
　
　
鋤
　
　
梅
雨
明
け
の
　
光
リ
木
の
葉
を
　
　
　
　
　
　
前
田
　
飛
泉
一

投
鰯
巧
ダ
向
繍
簑
雨
詳
　
渡
辺
ギ
一

　
　
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
．
；

　
　
　
鰯
　
　
湯
帰
り
の
　
足
裏
や
わ
ら
ぐ
　
梅
雨
の
道
　
　
　
　
　
”
　
　
一

民
燃
　
　
＝
：
郁
コ

　
　
　
鯉

　
　
　
窃
　
秀
邊

町
鰯
鯖
け
は
帖
鵬
て
月
舶
坤
雲
　
　
醜
多
邦

　
　
　
豊
。
黎
巣
立
ち
待
っ
宴
雨
し
言
　
渡
辺
拳
一

　
　
　
　
　
　
山
の
神
の
雀
二
引
い
て
舞
一
、
　
堀
内
李
一

　
　
　
　
　
　
紅
つ
、
ヒ
　
終
い
の
風
呂
の
　
灯
を
消
し
て
　
　
前
田
　
糸
江
一

　
　
　
　
　
　
苗
植
え
て
　
手
に
豊
作
の
　
願
い
こ
め
　
　
　
　
小
林
　
保
子
一

　
　
　
一
”
、
酋
黒
樽
ザ
縛
れ
け
ガ
一

　
今
月
号
は
、
秀
作
が
多
く
、
特
に

第
一
部
の
作
品
は
充
実
し
て
い
ま
し

た
。
初
心
者
の
方
も
、
こ
れ
ら
の
作

一
叩
を
何
度
も
読
み
返
し
、
他
人
の
作

品
の
ど
こ
が
秀
れ
、
又
自
分
の
句
が

添
削
さ
れ
て
、
ど
う
変
化
Ｌ
た
か
を

研
究
Ｌ
て
み
て
下
さ
い
自
他
人
の
句

で
も
気
に
入
っ
た
句
が
あ
っ
た
ら
、

そ
れ
を
暗
記
し
、
折
．
に
触
れ
て
は
思

い
出
し
、
□
謂
ん
で
み
る
事
で
す
。

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
分
の
作

風
も
そ
れ
に
似
て
き
て
、
い
つ
か
立

派
な
句
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

所
謂
、
自
己
暗
示
の
上
達
法
で
す
、

　
さ
て
、
今
日
は
、
俳
句
の
余
韻
、

余
情
に
つ
い
て
、
一
寸
触
れ
て
み
ま

す
。
余
韻
と
か
余
情
と
か
は
、
辞
書

を
引
い
て
見
る
と
、
音
の
消
え
た
後

迄
残
る
ひ
ぴ
き
、
転
じ
て
「
言
外
の

意
味
」
．
と
い
う
よ
う
に
書
い
て
あ
つ

ま
す
自
即
ち
、
十
七
文
字
で
表
現
さ

れ
た
事
柄
以
上
の
事
柄
や
情
趣
が
、

そ
の
俳
句
か
ら
感
じ
取
れ
る
よ
う
な

場
合
、
余
韻
の
あ
る
句
と
い
わ
れ
、

人
の
心
を
打
つ
秀
れ
た
句
に
な
１
〕
ま

す
。　

「
せ
が
む
子
の
無
く
て
一
つ
の
雛

飾
る
　
秀
箪
」
、
こ
れ
は
私
達
の
会

の
人
が
作
っ
た
旬
で
す
、
　
「
子
供
が

無
く
て
・
雛
を
飾
っ
て
・
と
せ
が
む

も
の
も
な
い
が
、
自
分
が
嫁
ぐ
時
に

親
か
ら
も
ら
っ
て
き
た
雛
を
出
」
て

飾
っ
て
み
た
」
と
い
う
句
意
で
す
が

淋
し
い
と
か
、
悲
し
い
と
い
う
文
字

は
ど
こ
に
も
使
「
て
い
な
い
が
、
子

供
の
な
い
女
の
雛
祭
の
淋
し
さ
が
、

側
々
と
感
ヒ
・
甘
れ
て
、
胸
が
し
め
つ

け
ら
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。
即
ち
、

こ
れ
が
「
言
外
の
趣
」
、
所
謂
余
韻

余
情
と
い
っ
た
も
の
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
松
川
樹
海
　
謹
評

冷
蔵
庫
の
正
し
い
使
い
方

　
夏
に
な
る
と
、
冷
蔵
庫
を
使
用
す

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
、

　
冷
蔵
庫
は
、
一
般
的
に
は
庫
内
温

度
を
十
度
℃
以
下
に
保
つ
と
と
も
に

内
部
を
清
潔
に
し
て
微
生
物
の
繁
殖

を
防
ぐ
こ
と
が
上
手
な
使
い
方
だ
と

　
し
か
し
、
ま
だ
「
冷
蔵
庫
に
入
れ

て
お
け
ぱ
安
心
」
と
一
一
冒
『
た
考
え
を

す
る
人
が
多
い
■
よ
う
で
す
が
、
冷
蔵

庫
の
過
信
は
し
な
い
よ
う
に
Ｌ
ま
し

』
う
。

　
冷
蔵
庫
の
使
用
法
と
し
て
は
、
次

の
点
に
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

一
、
食
品
は
、
む
き
出
Ｌ
で
入
れ
な

　
い
こ
と
回

　
　
食
品
は
、
水
分
を
失
わ
な
い
た

　
め
、
ま
た
庫
内
の
臭
気
を
防
ぐ
た

　
め
、
フ
タ
付
き
容
器
に
入
れ
る
か

　
包
装
７
イ
ル
ム
に
包
ん
で
か
ら
入

　
れ
ま
し
よ
・
「
、

二
、
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
こ
と
。

　
　
詰
め
込
み
過
ぎ
は
、
冷
気
の
対

　
流
を
阻
害
し
ま
す
。

　
ら
入
れ
る
こ
と
。

四
、
容
器
は
清
潔
な
も
の
を
使
用
す

　
る
こ
と
。

五
、
庫
内
に
臭
い
や
残
つ
物
が
な
い

　
か
ど
う
か
点
検
し
ま
し
ユ
う
。

　
　
脱
臭
剤
を
使
っ
て
い
る
か
ら
と

　
安
心
」
て
い
る
と
、
庫
内
の
不
潔

　
に
気
づ
か
ず
、
か
え
っ
て
危
険
で

　
す
。

六
、
食
品
の
整
理
と
点
検
を
兼
ね
て

　
庫
内
の
掃
除
を
し
ま
Ｌ
上
う
。

参
邊
院
邊
貝
遍
常
選
拳
終
る
〃
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
投
　
聰
　
率
　
八
四
・
八
．
％

　
七
月
十
目
に
行
な
わ
れ
た
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
の
当
町
の
投
票
状
況

は
次
の
と
お
リ
で
す
。

○
有
権
者
薮

　
　
男

　
　
女

○
投
票
者
数

　
　
男

　
　
女

一〇二三二六
五七二三八二
二一三　八三一
人人人　人人人
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、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

　
去
る
六
月
一
一
十
一
日
に
、
遺
族
援

護
会
（
会
長
・
古
屋
古
志
氏
〕
と
寿

ク
ラ
ブ
（
会
長
・
川
村
栄
重
氏
一
の

方
々
が
合
同
で
忠
魂
碑
の
下
刈
リ
を

行
な
い
ま
し
た
曲

　
ま
た
、
七
月
八
日
に
は
、
寿
ク
ラ

プ
の
方
々
に
よ
ｏ
、
桂
コ
…
ユ
ニ
テ

ィ
の
草
取
リ
が
行
な
わ
れ
、
た
い
へ

ん
き
れ
い
に
な
リ
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
、
来
年
も
又
、
桜
の
花
や

つ
つ
じ
の
花
が
美
Ｌ
く
咲
き
ほ
こ
り

私
た
ち
の
眼
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
上
う
。

１
公
共
物
を
大
切
に

　
　
　
　
Ｌ
皇
Ｌ
よ
う
■

欝
「
戦
争

と
酉
桂
」
の

発
刊
の
お
知
ら

　
明
治
か
ら
終
戦
後
ま
で
の
、
戦
乱

時
代
の
西
桂
村
の
一
記
録
が
、
四
百
五

十
頁
の
単
行
本
と
Ｌ
て
発
行
さ
れ
る

運
ぴ
に
な
り
ま
し
た
白

　
現
在
、
山
梨
日
目
新
聞
開
発
局
お

よ
ぴ
、
　
＾
株
〕
サ
ン
ニ
チ
印
刷
で
、

編
集
、
印
刷
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
発
行
は
．
九
月
中
旬
の
見
込
み
で

す
が
、
カ
ラ
ー
の
西
桂
町
全
景
を
表

紙
と
し
て
、
写
真
十
数
枚
、
イ
ラ
ス

ト
、
地
図
等
が
配
さ
れ
て
あ
リ
、
ケ

ー
ズ
入
リ
の
立
派
な
図
書
に
な
る
予

定
で
す
。

　
戦
争
の
是
非
と
そ
の
功
罪
は
別
に

し
て
、
戦
争
と
い
う
犬
き
な
渦
巻
き

の
中
へ
、
否
応
な
く
巻
き
込
ま
れ
て

い
っ
た
当
時
の
西
桂
村
の
姿
を
、
戦

争
と
西
桂
と
の
か
か
わ
り
あ
い
の
中

で
、
事
実
に
の
み
基
い
て
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　
こ
の
記
録
の
目
的
は
、
こ
ん
な
に

も
悲
惨
な
蛾
争
の
実
態
を
、
事
実
と

し
て
目
を
そ
む
け
る
こ
と
な
く
収
録

し
て
、
戦
争
は
絶
対
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
も
の
、
と
訴
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
自

　
戦
後
も
三
十
年
を
す
ぎ
て
、
戦
後

生
れ
の
人
が
、
全
人
□
の
半
数
を
上

ま
わ
っ
た
現
在
、
今
な
ら
ま
だ
わ
か

る
と
い
う
時
期
的
な
要
求
も
あ
っ
て

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

せ
．

　
今
後
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
企
画
を

立
て
る
こ
と
は
不
可
能
で
し
ょ
う
。

　
一
家
に
一
冊
は
是
非
お
備
え
下
さ

る
よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
町
出
身
の
方
で
、
他
府
県

他
市
町
村
に
住
ん
で
い
ら
れ
る
方
々

に
も
勧
め
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

お
も
な
内
客

第
一
部

Ｈ
明
治
の
兵
隊

　
明
治
末
の
徴
兵
検
査
の
緒
果

　
日
露
戦
争
の
叙
位
叙
勲
者

　
西
南
の
役
従
軍
者

○
在
郷
軍
人
会

　
軍
隊
と
在
郷
軍
人
会

　
簡
閲
点
呼
＾
上
吉
田
浅
間
神
祉
〕

　
南
都
留
郡
在
郷
軍
人
会
模
擬
演

　
習
＾
谷
村
工
商
学
校
〕

目
犬
正
の
兵
隊

側
徴
兵
検
査

　
昭
和
七
年
の
徴
兵
検
査

　
検
査
の
し
く
み

固
昭
和
時
代

　
敗
戦
の
年
ま
で
の
二
十
年
間
の

　
徴
兵
検
査
の
個
人
別
緒
果
を
中

　
心
に
当
時
の
世
相
、
将
兵
の
気

　
持
な
ど
の
時
代
背
景
を
、
役
場

　
の
往
復
文
書
か
ら
収
録
。

閑
還
ら
ざ
る
人
々

　
戦
没
者
氏
名
．
戦
没
日
、
戦
没

　
地
を
個
人
別
に
収
録
。

　
西
桂
出
身
兵
士
二
十
二
名
の
戦

　
没
地
レ
イ
テ
島
の
戦
い
由

　
昭
和
十
二
年
か
ら
二
十
年
ま
で

　
の
応
召
兵
個
人
別
名
簿
、
編
入

　
部
隊
名
、
応
召
日
、
兵
科
な
ど

掲
敗
戦
、
復
員
、
抑
留

　
兵
役
関
係
書
類
の
焼
却
命
令
、

　
個
人
別
帰
郷
届
、
抑
留
地
、
部

　
隊
名
、
復
員
年
月
日
な
ど
、

第
二
部
　
体
験
者
の
寄
稿
か
ら

Ｈ
入
隊
　
不
安
の
軍
用
列
車

　
　
　
五
分
聞
の
面
会

○
戦
場

　
満
州
、
支
那
、
レ
イ
テ
、
一
一
ユ

　
ー
ギ
ニ
ア
、
グ
丁
ム
．
真
珠
湾

　
攻
撃
な
ど
の
従
軍
記
録

目
苦
闘
す
る
ふ
る
さ
と

　
防
火
管
制
、
食
糧
難

　
松
根
油

　
　
ふ
る
さ
と
の
、
た
け
の
こ
生
活

　
　
寒
さ
と
飢
と
死

　
固
戦
争
は
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
も
の

　
第
三
部

　
　
兵
役
個
人
別
調
査
一
覧

　
　
一
一
一
六
一
人

　
今
次
犬
戦
で
軍
隊
へ
入
っ
た
人
は

最
底
で
も
ニ
ニ
一
一
回
名
前
が
出
て
き

ま
す
白

　
戦
事
の
惨
禍
を
、
子
に
孫
に
伝
え

る
為
に
、
子
や
孫
達
が
永
遠
の
平
和

の
う
ち
に
暮
せ
る
よ
う
に
、
戦
没
者

の
鎮
魂
の
た
め
に
、
是
非
杜
備
え
下

さ
い
。

　
申
込
方
法
、
値
段
等
に
っ
い
て
は

追
っ
て
詳
し
く
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
が
、
一
冊
千
七
百
円
位
に
な
る
予

定
で
す
。

たば二 は町内で〃
’街を自然を美しく ．

皇

吸いがらの投げ捨て１ユやめ皇Ｌ』う
回

’

紗
’
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昭和５２年７月１日現在

西桂町の

人回と世帯数

３９９４人
１９５５人

２０３９人

９０７世帯

口
男
女

世帯数


